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午前９時３０分 開会  

【計画課長】 それでは定刻でございますので、ただいまから府中

市都市計画審議会を開会していただきたいと存じます。  

 開会に先立ちまして、都市整備部長の深美よりご挨拶を申しあ

げます。  

【都市整備部長】 委員の皆様、おはようございます。都市整備部

長の深美でございます。本日は大変お忙しい中、また朝からの雪

で足元が悪い中、当審議会にご出席を賜りまして、まことにあり

がとうございます。  

本日の案件といたしまして、審議事項が１件となっております。 

よろしくご審議を賜りますよう、お願い申しあげまして挨拶とさ

せていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。  

【計画課長】 それでは本日、本審議会の臨時委員でいらっしゃい

ます府中市都市計画マスタープラン改定検討部会部会長の○○先

生にご出席いただいておりますので、ご紹介させていただきます。 

委員は現在、東京工業大学環境・社会理工学院の教授でいらっ

しゃいまして、都市計画・まちづくり・景観などが専門でいらっ

しゃいます。そのほか、日本都市計画学会会長、日本不動産学会

理事、国土交通省社会資本整備審議会委員など多数歴任されてお

られます。また本市におきましても、府中市中心市街地活性化協

議会の副会長としてご尽力をいただいております。  

大変恐縮ですが、○○先生、一言ご挨拶をお願いします。  

【○○部会長】 皆様、おはようございます。東京工業大学の○○

と申します。都市計画マスタープラン改定検討部会の部会長を仰

せつかっております。本日の立地適正化計画も検討させていただ
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いておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

【計画課長】 ありがとうございました。それでは、○○会長、よ

ろしくお願いいたします。  

【議長】 皆様おはようございます。月初めの忙しい中、また雪の

中、本当に寒い中、ご出席いただきましてありがとうございます。

感謝申しあげます。では、これから都市計画審議会を開催してい

きたいと存じます。  

 会議の開催にあたりまして、本日の委員の出席状況でございま

すが、○○委員から本日は欠席という連絡をいただいております。 

また、○○委員につきましては本日代理出席ということで、 ○○

交通課長がお出でになっております。よろしくお願いします。  

なお、本日の会議の開催の可否でございますが、定足数に達し

ておりますので、本日の会議は有効に成立しております。  

次に、本日の会議の議事録の署名人についてでございますが、  

府中市都市計画審議会運営規則第１３条第２項に、「議事録には議

長及び議長が指名する委員が署名するものとする」と規定されて

おりますので、議事録署名人については私のほうで指名させてい

ただいてよろしいでしょうか。  

（「異議なし」の声）  

【議長】 それでは異議なしということですので、指名させていた

だきたいと思います。  

本日の議事録の署名人につきましては、議席番号２番、○○委

員、議席番号４番、○○委員にお願いしたいと思います。よろし

くお願いします。  

続きまして、本日の審議会を開催するに当たりまして、傍聴希
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望者が１名ございますが、傍聴を許可してよろしいでしょうか。  

（「異議なし」の声）  

【議長】 それでは傍聴者の入室をお願いします。  

それでは議事日程に従いまして進めていきたいと存じます。  

日程第１、第１号議案「府中市立地適正化計画の方向性（案）

等について」を議題といたします。  

それでは議案の説明をお願いします。  

【計画課長補佐】 議案のご説明の前に、都市計画マスタープラン

改定検討部会の開催状況について、ご報告させていただきます。

お手元に配付しました資料１をご覧ください。  

 都市計画マスタープラン改定検討部会は、都市計画マスタープ

ランの見直しとともに、立地適正化計画の策定などの持続可能な

まちづくりの実現に向けた方策について、専門的な見地からご議

論いただくため、昨年４月に都市計画審議会の下部組織として設

置されました。本部会の委員は、都市計画審議会の委員５名と臨

時委員２名の合計７名で構成され、本日ご出席いただいておりま

す○○委員に部会長を務めていただいております。  

 これまで本部会を５回開催し、都市計画マスタープランの全体

構想の改定、立地適正化計画のまちづくり方針や拠点の考え方な

どをご議論いただき、部会でのご指摘やご意見を踏まえ、後ほど

ご説明いたします「立地適正化計画の方向性（案）」を取りまとめ

ております。  

 今後につきましては、３月中旬ごろに第６回都市計画マスター

プラン改定検討部会を開催し、都市機能誘導区域を定める拠点な

どの議論をしていただく予定となっております。  
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 それでは詳細につきまして、担当よりご説明いたします。  

【都市計画担当主査】 それでは議案のご説明をいたします。  

 立地適正化計画は、都市計画に関する基本的な方針（都市計画

マスタープラン）の具体化を図るための計画でございますので、

まず、都市計画マスタープランの改定状況につきましてご報告を

いたします。  

 「都市マス」のラベルが貼られてあります資料をお開きくださ

い。  

 資料１ページは、現行の府中市都市計画に関する基本的な方針

（府中市都市計画マスタープラン）の枠組をお示しした資料となり

ます。  

 現行の都市計画マスタープランでは大きく分けて、「まちづくり

の将来都市像と目標」、「まちづくり方針（全体構想）」、「地域別ま

ちづくり方針（地域別構想）」、「まちづくりの推進に向けて」の構

成となっております。  

 まちづくり方針（全体構想）のうち赤色で囲っております「１ 

まちの骨格構造」でございますが、軸や拠点の整備方針を示して

おります。本審議会の下部組織でございます「都市計画マスター

プラン改定検討部会」において、まちの骨格構造に当たる軸や拠

点の部分を中心にご議論いただいております。  

 そのほか、まちづくり方針（全体構想）では、「２ 土地利用方

針」として、低密度住宅ゾーンと中密度住宅ゾーンなどの土地利

用の基本的な方針を示しております。「３ 都市施設整備方針」と

して、道路、交通や公園緑地等の整備方針など各種都市施設の整

備方針を、「４ 都市環境形成方針」として、防災、福祉、環境、
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景観の４つの視点からまちづくり方針を示しております。  

 ２ページをお開きください。  

 こちらは、現行の都市計画マスタープランにおける軸・拠点の

整備方針をお示しした図でございます。  

 軸の整備方針では、甲州街道や東八道路などの広域幹線道路、

府中街道や国分寺街道などの地域幹線道路を「都市環境軸」とし

て、多摩川を「多摩川リバーフロント軸」として、国分寺崖線周

辺と府中崖線周辺を「崖線軸」として、それぞれ位置付けており

ます。  

 拠点の整備方針では、府中駅周辺地区の１箇所を「中心拠点」

とし、分倍河原駅周辺地区など１０箇所を「地域拠点」とし、郷

土の森博物館周辺地区や府中の森公園周辺地区の２箇所を「総合

文化・レクリエーション拠点」として位置付けています。そのほ

か、学園拠点や緑の拠点の位置付けがございます。  

 ３ページをご覧ください。  

 こちらは、府中市都市計画に関する基本的な方針の改定に関す

るアドバイザー会議の意見等による改定の視点を抜粋した資料で

ございます。  

 本会議は、都市計画審議会及び土地利用景観調整審査会の委員

５名から構成され、平成２８年１月から平成２９年２月までに計

６回開催し、都市計画マスタープランの改定に向けた方向性につ

いてご議論いただき、本会議での意見等を取りまとめております。 

 まちづくり方針（全体構想）に関連する部分として、１つ目の

「本市の目指す都市構造の方向性」の項目では、下線を引いており

ます「府中の強みを醸し出す様々な視点から重点的にまちづくり
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を仕掛けていく場所を明らかにし、これらが重なる本市の都市経

営資源となり得る場所を軸や拠点といった都市構造へ位置付け」

といったご意見のほか、多摩川や崖線の自然構造の位置付けや、

歴史的資源を含めた中心市街地の位置付け、少子高齢・人口減少

社会で役割が増加する鉄道沿線と駅周辺市街地の位置付け、大規

模産業が立地する特徴を都市経営資源としてのアピールなど、都

市構造上の軸や拠点の位置付けを検討する上でのご意見をいただ

いております。  

 次に「土地利用方針見直しの方向性」の項目では、都市農地の

戦略的な保全活用や新たな用途ニーズと土地利用規制への対応な

どについてご意見をいただいております。  

次に「都市環境形成方針の見直しの方向性」の項目では、現行

の都市計画マスタープランにおいては、防災、福祉、環境、景観

とテーマ別に縦割りで方針を示しておりますが、防災や福祉、環

境等の複合的な視点から都市経営のポイントを示すコンセプトと

して再編の検討をする必要があるというご意見をいただいており

ます。  

 最後に「今後のまちづくり推進における視点」の項目では、都

市計画手法の的確な運用やエリアマネジメント推進手法の充実な

どのご意見をいただいております。  

 ４ページをお開きください。  

 先ほどの改定の視点などを踏まえ、まちの骨格構造の見直しの

方向性をお示ししたものでございます。都市機能に関する構造、

自然に関する構造、産業に関する構造として、３つに分けて整理

をしております。  



 7

 都市機能に関する構造としては、都市機能の拠点や軸について

整理しております。都市機能の拠点としては、現行の中心拠点、

地域拠点に加え、日常生活拠点（仮称）、広域医療拠点（仮称）、

文化スポーツ拠点（仮称）の５つを考えております。また、都市

機能軸として、広域連携軸、都市連携軸の２つを考えております。

具体的な位置等については、次のページに図で示しておりますの

で、この後説明させていただきます。こちらの都市機能の部分は、

立地適正化計画と大きく関連するものとなります。  

 次に、自然に関する構造といたしましては、緑の拠点や環境軸

について整理を行っております。こちらでは、農地の保全等の観

点から農地が集積するエリアを農の風景育成拠点（仮称）として

新たに位置付けたいと考えております。現在改定作業を進めてお

ります「緑の基本計画」との調整を行いながら検討を進めていき

たいと考えております。  

 産業に関する構造につきましては、今回工業系用途地域におけ

る土地利用の状況等について整理を行いました。こちらにつきま

しても、関係課との調整を行いながら検討を進めていきたいと考

えております。  

 ５ページをお開きください。  

こちらは、都市構造のうち都市機能に関する部分をお示しした

ものでございます。左に凡例を表示しておりますが、広域連携軸

としてピンク色で表示しております鉄道、灰色で表示しておりま

す中央自動車道、オレンジ色で表示しております広域幹線道路の

位置付けを考えております。広域連携軸のうち広域幹線道路では、

甲州街道や東八道路などを位置付けております。また黄緑色で表
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示しております都市連携軸は、補助幹線道路のうち都市間を結ぶ

路線として府中街道や国分寺街道などを位置付けております。  

次に、赤色の丸で囲っております中心拠点は、中心市街地活性

化基本計画との整合を図り、府中駅・府中本町駅周辺の１箇所を、

ピンク色の丸で囲っております地域拠点は、分倍河原駅や多磨駅

周辺地区など６箇所を、水色の丸で囲っております日常生活拠点

（仮称）は、北府中駅や是政駅周辺など３箇所を、オレンジ色の丸

で囲っております広域医療拠点（仮称）は多摩メディカルキャン

パス周辺地区の１箇所を、茶色の丸で囲っております文化スポー

ツ拠点（仮称）は、郷土の森博物館周辺、府中の森公園周辺、調

布基地跡地周辺地区の３箇所を位置付けております。また、参考

に１日片道３０本以上の基幹的なバス路線を青線で図上に示して

おります。なお、府中基地跡地留保地につきましては、基地跡地

留保地利用計画検討協議会において、現在利用計画の検討が進め

られておりますので、進捗に応じて都市計画マスタープランでの

位置付けを検討してまいりたいと考えております。  

６ページをお開きください。  

こちらは現行の都市計画マスタープランの骨格構造をベースと

して、自然的環境に関する部分と土地利用の状況などを図上にお

示ししたものでございます。  

現行の都市計画マスタープランにおいて位置付けのある緑の中

核的拠点や地域的拠点のほか、農地の保全の観点から農地が集積

するエリアで農の風景育成拠点（仮称）を検討していきたいと考

えております。具体的には、黄土色の丸で囲っております生産緑

地を中心とした農地が多く残されています、四谷、西府町、南町、
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押立町などの地域を考えております。また、参考に農業公園の候

補地を赤丸で、農業体験農園を水色の丸で、市民農園を青色の丸

で図上にお示ししております。  

７ページをお開きください。  

こちらは、工業系用途地域における土地利用の状況などについ

て図上にお示ししたものでございます。  

凡例にございます青色の横線で網掛けされています都市型産業

専用地区は、特別用途地区として住宅の建築が制限されており、

東芝やＮＥＣ、サントリーなどが該当いたします。また、緑の斜

線で網掛けされている地区計画は、北府中駅の南西側でございま

すが、日鋼町地区地区計画で、こちらも住宅の建築が制限されて

おります。それ以外の工業地域につきましては、赤の縦線の網掛

けで、準工業地域については赤枠でそれぞれ示しており、こちら

は絶対高さ２５メートルの制限がかかっております。  

茶色の点線で囲っております国立府中インターチェンジの周辺

や中河原駅の南側、東芝府中事業所の南側、是政駅周辺において

は、住宅の土地利用が目立っている状況でございます。また、青

の点線で囲っております東芝府中事業所の西側につきましては商

業・工業としての土地利用が現在も残っております。  

最後にお手元に配布いたしました資料２をご覧ください。  

こちらは都市計画マスタープラン改定までのスケジュールを簡

略的に示したものでございます。  

本年度におきましては、前年度に行った都市計画マスタープラ

ン改定に向けた視点整理を踏まえ全体構想を検討し、平成３０年

度におきましては地域別構想を検討する予定でございます。平成
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３１年度におきましては、立地適正化計画を踏まえて都市計画マ

スタープランの骨子・素案を作成し、平成３２年度におきまして

は改定案を作成する予定でございます。  

以上で都市計画マスタープランの改定状況のご報告を終わりま

す。  

それでは、府中市立地適正化計画の方向性（案）につきまして

引き続きご説明をいたします。  

「立地適正化計画」のラベルが貼っております資料をご覧くださ

い。  

資料の１枚目は立地適正化計画の方向性（案）を作成した趣旨、

概要、今後の予定を１枚にまとめたものでございます。  

資料を１枚おめくりください。  

こちらは、立地適正化計画方向性（案）の概要版で、本文の主

な掲載内容を抜粋したものでございます。  

さらに、資料をおめくりいただき、表紙が「府中市立地適正化

計画の方向性（案）」と書かれた資料をご覧ください。こちらは府

中市立地適正化計画の方向性（案）の本文となります。  

１枚めくり、目次をご覧ください。  

本部の第１章「はじめに」では、背景や計画の概要、位置付け

を１ページから５ページでお示ししております。  

第２章の「都市構造上の主な現状と課題整理」では、人口動向

や土地利用など記載の７項目の観点から分析を行い、現状と課題

を整理し、６ページから１７ページでお示ししております。  

第３章の「立地適正化に関する基本的な方針」では、現状と課

題整理を踏まえて、立地適正化計画で目指すまちづくりの方針を
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１８ページから１９ページに、立地適正化計画で目指す都市の骨

格構造における拠点と公共交通軸の設定の考え方を２０ページか

ら２２ページにお示ししております。  

本文の右側に移りまして、第４章の「都市機能誘導区域・居住

誘導区域の方向性」では、区域設定の方向性を２３ページから２

４ページでお示ししております。  

立地適正化計画の方向性（案）の具体的な内容につきましては、

スライドを使用してご説明いたしますので、前方スクリーンをご

覧ください。  

まず立地適正化計画の概要として、立地適正化計画制度創設の

背景についてご説明いたします。  

右のグラフは全国の総人口の推移でございます。グラフから分

かりますように、近年では全国的な人口減少・少子高齢化が進行

しており、現状において住民の生活を支える医療・福祉・商業等

の生活サービスの提供が困難になる恐れがあるとされております。

こうした社会状況の中、持続可能な都市経営を実現するため、都

市全体の構造の見直しが求められております。  

人口減少や少子高齢化に対応すべく「公共投資、行政サービス

の効率化」や「子育て、教育、医療、福祉等の利用環境の維持・

向上」等を図り、コンパクトシティ・プラス・ネットワークの考

えにより持続可能な都市を実現するため、平成２６年８月の都市

再生特別措置法の改正に伴い、立地適正化計画制度が創設されま

した。  

続いて、立地適正化計画の意義や役割でございますが、本計画

は都市全体の観点における居住や医療・福祉・商業などの都市機
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能の立地、さらには公共交通の充実等に関する包括的なマスター

プランであると位置付けられており、都市計画マスタープランの

具体化を図るための計画であるとされております。また、計画期

間につきましては、都市機能や居住の誘導を短時間で実現するも

のではなく、計画的な時間軸の中で進めていくものであるため、

おおむね２０年後の都市の姿を展望した上で策定し、５年ごとに

評価を行い、必要に応じて見直しを行うことが望ましいとされて

います。本市では、平成３１（２０１９）年度から平成５０（２

０３８）年度までの２０年間を計画期間といたします。  

次に、立地適正化計画で定める事項についてでございます。本

計画で定める事項としては、対象とする計画の区域、立地の適正

化に関する基本的な方針、その方針の実現に向けた居住誘導区域、

都市機能誘導区域と、それぞれの誘導に資する施策、誘導施設等

について定めていきます。そのうち、今回の方向性（案）では赤

枠で囲っております部分を記述しております。  

左の図はイメージ図になります。全体が立地適正化計画対象の

区域となっておりまして、グレーで網掛けされている部分は市街

化調整区域、赤く縁取られている部分が市街化区域となります。

市街化区域内において、水色に網掛けされている部分が居住誘導

区域、ピンク色の丸で示されている部分が都市機能誘導区域とな

ります。このうち居住誘導区域とは、人口密度を維持し、生活サ

ービスやコミュニティが持続的に確保されるよう居住を誘導すべ

き区域であるとされております。  

また、都市機能誘導区域につきましては、福祉・医療・商業等

の都市機能を誘導、集約し、サービスの効率的な提供を図る区域
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であるとされており、区域内において人口特性や必要な機能を検

討し、病院、幼稚園、スーパーマーケット等都市機能を増進する

施設を誘導施設として設定します。なお、先ほどの居住誘導区域

とともに両区域内において一定規模以上の住宅開発や誘導施設等

の建築を行う場合は、届出義務が発生いたします。  

以上が国土交通省が作成しました「立地適正化計画作成の手引

き」等に示されている本計画の概要でございます。  

こちらは、府中市立地適正化計画の方向性（案）の本文では、

１ページから２ページに掲載しております。  

ここからは、本市で策定する目的をご説明させていただきます。

本文では、３ページに掲載しております。  

まず１つ目の目的としましては、「上位・関連計画で位置付けた

将来都市像等の実現」でございます。  

現在本市では、総合計画をはじめ計画の改定の検討が進められ

ている都市計画マスタープラン等の上位・関連計画において、各

種の施策が検討されております。さらに、拠点形成に資するプロ

ジェクトなど新たなまちづくりが進行しております。そのため、

立地適正化計画を策定することで、市民の生活水準や本市の経済

活力を維持させるとともに、地域のまちづくりの動きを後押しし、

将来都市構造の実現を目指してまいります。  

２つ目の目的といたしましては、「人口構造の変化によって生じ

る課題への対応」でございます。  

本市の人口は、縁辺部の一部で既に人口減少が始まっている箇

所があり、将来的には総人口も減少に転じる見込みです。また、

高齢者の大幅な増加による生活サービス施設などに対するニーズ
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の変化が予想されます。そのため、都市機能の計画的な配置によ

る生活利便性の維持や公共交通の充実等について方針を検討し、

人口構造の変化に備えた取組を推進してまいります。  

３つ目の目的といたしましては、「多様な地域特性をいかしたま

ちづくりの推進」でございます。  

本市は、鉄道駅周辺の利便性の高いエリアや農地と調和したゆ

とりのある郊外部の居住地など多様な地域特性を有しております。

そのため、地域特性を踏まえつつ、誰もが安心で快適に暮らせる

住環境の形成に向けたまちづくりを推進してまいります。  

次に、上位計画等との関係でございます。こちらは、本文では

４ページに掲載しております。第６次府中市総合計画の理念や都

市像に即するとともに、都市計画マスタープランの具体化を図る

ための計画となります。  

続きまして、分野間連携のイメージでございます。計画策定に

当たっては、都市計画マスタープランだけでなく、様々な分野と

の連携が必要であるとされておりますので、公共交通や子育て、

防災等の各分野の計画・施策との連携、調和を図ってまいります。  

こちらは、都市構造上の課題分析の視点でございまして、計画

策定に先立ち都市計画マスタープラン改定の方向性等を踏まえて、

まず現況を把握した上で都市構造上の課題分析を行っております。

課題の抽出に当たっては、分析の視点を７つに分類し、４０項目

を超えるデータを分析しております。  

まず、１つ目の視点「人口動向」につきましては、人口減少・

高齢化による地域活力やコミュニティ継承への影響が懸念される

地域の状況などの分析を、２つ目の視点「土地利用・都市基盤」
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につきましては、大規模な産業用地や都市農地、空き家等の分布

状況などの分析を行いました。  

３つ目の視点「都市機能施設」につきましては、介護福祉等の

各種機能の分布状況や駅周辺における各種機能の立地状況などの

分析を、４つ目の視点「公共交通」につきましては、駅利用者の

居住地の状況や現状における公共交通不便地域の分布状況などの

分析を、５つ目の視点「経済・財政」につきましては、中心市街

地における経済活力の動向や小売業のヘクタール当たりの年間販

売額や工場等における製品出荷額等の状況などの分析を行いまし

た。  

６つ目の視点「高齢者の福祉・健康」につきましては、高齢者

人口の分布と介護福祉施設等の立地状況との関係などの分析を、

７つ目の視点「災害等の安全性」につきましては、土砂災害危険

個所や浸水想定区域等の分布状況などの分析を行いました。  

続きまして、都市構造上の主な現状と課題となります。本文で

は、６ページに掲載しております。  

まず、人口動向でございますが、平成５２（２０４０）年まで

の５年ごとの人口推移をグラフにしたものでございます。平成２

７年以前は国勢調査に基づく実績値で、平成３２（２０２０）年

以降は国立社会保障・人口問題研究所の推計値となります。  

府中市は、当面の間、人口増加が見込まれておりますが、その

後微減傾向に転じる見込みとなっております。一方、６５歳以上

の高齢者人口は、平成５２（２０４０）年には３０パーセントに

達する見込みとなっております。  

こちらは、平成２７年から平成５２（２０４０）年にかけての
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町目別の人口増減率をお示ししたもので、淡いピンク色の地域は

現状維持や人口増加が見込まれる地域、水色や紺色の地域は人口

減少が見込まれる地域となっております。府中駅周辺をはじめと

して現状維持や人口増加が見込まれる地域が存在する一方、府中

駅を除く駅周辺では緩やかな人口減少が見込まれております。  

こちらは、平成２７年と平成５２（２０４０）年の高齢化率を

町目別に比較したものでございます。本文では、８ページに掲載

しております。  

水色の地域は高齢化率が２０パーセント未満、オレンジ色の地

域は高齢化率が３０パーセント以上、赤色の地域は高齢化率が３

５パーセント以上の地域となります。多くの地域で高齢化が進行

する見込みですが、特にＵＲ団地や都営住宅等の集合住宅周辺で

高齢化率が高い状況となっております。  

こちらは、生産緑地等の農地の分布状況と土地区画整理事業区

域の状況を重ね合わせたものでございます。本文では、９ページ

に掲載しております。  

本市は、住宅都市である一方、縁辺部を中心に都市農地が多く

残存することが１つの特徴であり、営農環境を維持していくため

の対策を検討する必要がございます。また、未着手の土地区画整

理事業区域につきましては、計画決定より５０年以上が経過して

いることや区域内に都市農地が混在している状況を踏まえ、今後

の市街地整備のあり方を含め、農と調和した住環境の形成を検討

する必要がございます。  

こちらは、工業系用途地域の状況と、住宅、共同住宅などの建

築を制限しております都市型産業専用地区の状況をお示ししたも
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のでございます。本文では、１０ページに掲載しております。  

先ほどの都市計画マスタープランの改定状況でご説明させてい

ただきましたが、住宅用地と産業用地が混在しているエリアがご

ざいますので、住宅転用を抑制し、産業用地を基本とした環境整

備を行う必要がございます。  

こちらは、国の考え方を参考に、生活利便性が高い区域を図示

したものでございます。本文では、１３ページに掲載しておりま

す。  

ここで言います生活利便性の高い区域とは、鉄道やバス停留所

などの基幹的な公共交通の徒歩圏と、生活サービス施設である病

院などの医療機能、百貨店やコンビニエンスストアなどの商業機

能からの徒歩圏が全て重なるエリアとなります。図上では紫色で

塗られた区域が該当いたします。市域の大部分で生活利便性が高

い区域となっているため、将来にわたり利便性の高い環境を維持、

充実していく必要がございます。  

こちらは、現状における鉄道駅、民間バスやコミュニティバス

の停留所からの徒歩圏域をお示したものでございます。本文では、

１４ページに掲載しております。  

ピンク色が鉄道駅から徒歩８００メートルの圏域を、水色が民

間バスの停留所から３００メートルの圏域、オレンジ色がコミュ

ニティバスの停留所から３００メートルの圏域を表示しておりま

す。公共交通ネットワークは充実しておりますが、各駅周辺の拠

点性を高めるため、歩行者、自転車通行空間や駐輪施設の整備な

ど交通結節点としての利用環境の向上を図る必要がございます。  

こちらは、基幹的公共交通利用圏域と人口増減率を重ね合せた
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ものでございます。本文では、１４ページに掲載しております。  

ここで言います基幹的公共交通利用圏域とは、鉄道駅から半径

８００メートルの徒歩圏域と、１日片道３０本以上の発着がある

バス停留所から半径３００メートルの徒歩圏域を重ね合せた圏域

となります。市域の大部分で公共交通の利便性が高い状況である

ことはわかりますが、将来的には人口減少が見込まれる地域が存

在いたしますので、公共交通のサービス水準を維持していく必要

がございます。  

こちらは、小売業年間販売額の町目別の推移を示したものでご

ざいます。本文では、１５ページに掲載しております。  

平成１４年と平成２６年を比較いたしますと、年間販売額は約

１５パーセント減少しており、市全体の経済活力の低下が懸念さ

れますので、駅周辺を中心とした小売業の維持、強化を図る必要

がございます。  

こちらは、高齢者の増減数と介護福祉機能等の分布状況を示し

たものでございます。本文では、１６ページに掲載しております。  

高齢者のさらなる増加が見込まれる中、安定した介護福祉サー

ビスの提供を可能とするため、地域バランスを考慮した施設の配

置により多くの高齢者が暮らしやすい環境形成を図る必要がござ

います。  

こちらは、高齢者の分布状況に避難施設の圏域を示すことで、

徒歩圏外エリアにおける円滑な避難活動を可能とする環境整備等

を課題として示しております。本文では、１７ページに掲載して

おります。  

こちらは、目指すまちづくりの方針について整理をしたもので
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ございます。本文では１８ページ、１９ページに掲載しておりま

す。先ほどご説明しました課題を踏まえて、まちづくりの方針を

３つ示しております。  

まず、まちづくりの方針１は、「本市の経済活力を高め、市民生

活の利便性向上に資する拠点の形成」とし、府中駅・府中本町駅

周辺では多様な来訪者にも対応した集客性の高い拠点を形成し、

主要な鉄道駅周辺では地域住民の利便性・快適性の向上に向けた

拠点を形成するため２つの施策方針を掲げております。  

まちづくりの方針２は、「多様なライフスタイルの選択を可能と

する居住地域の形成」とし、地域特性に応じた多様な住まい方で

安心して住み続けられる居住環境を創出するとともに、経済活力

を支える工場等の操業環境の整備を図るため５つの施策方針を掲

げております。  

まちづくりの方針３は、「拠点と居住地を結ぶ利便性の高い公共

交通の形成と交通結節点の機能強化」とし、交通結節点を機能強

化するとともに、拠点と居住地を結ぶ利便性の高い公共交通ネッ

トワークを形成するため、２つの施策方針を掲げております。  

続きまして、目指す都市の骨格構造でございます。本文では、

２０ページから２２ページに掲載しております。  

都市機能誘導区域を定める拠点の候補地として、都市計画マス

タープランにおける中心拠点や地域拠点に加え、交通結節機能を

有する地区を対象に、一般的な徒歩圏の半径８００メートル程度

の特性把握を今後行ってまいります。なお、拠点の候補地ごとに

交通結節機能の状況や都市機能の立地状況を確認し、拠点の位置

付けを整理いたします。  
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こちらは、基幹的なバス路線、１日片道３０本以上の運行本数

がある路線の状況をお示しした図でございます。  

府中駅から国分寺駅や武蔵小金井駅など中央線沿線の鉄道駅を

結ぶ路線は赤い太線となっており、１日片道１２０本以上と運行

本数が非常に多いことを確認することができます。  

本計画における公共交通軸の考え方でございます。鉄道につき

ましては今後も路線の維持を目指すこととし、公共交通の骨格軸

として位置付けております。バス路線につきましては、利便性の

高い基幹的な路線、１日片道３０本以上の運行本数がある路線を

公共交通軸として位置付けをしてまいります。  

次に、誘導区域の方向性でございます。本文は、２３ページ、

２４ページに掲載しております。  

まず、都市機能誘導区域設定の方向性でございますが、中心拠

点・地域拠点等を中心に設定することとし、中心拠点は一般的な

徒歩圏を目安に、地域拠点等は高齢者の一般的な徒歩圏を目安に

具体的な区域を検討してまいります。  

居住誘導区域設定の方向性でございますが、利便性の高い環境

を将来にわたり持続させていくことを基本的な考え方として具体

的な区域を検討してまいります。一方で、安全性から居住に適さ

ない箇所、生産緑地等の農地が分布するエリアや工業用地などは

居住誘導区域とするか否かについて、今後検討してまいります。  

最後に、計画策定に向けた今後のスケジュールにつきましてご

説明いたします。  

本計画につきましては、今年度と来年度の２年で策定すること

を予定しております。今年度につきましては、ご説明いたしまし



 21 

た計画の骨組に当ります立地適正化計画の方向性（案）を、本年

３月にポスターなどでわかりやすく取りまとめて展示し、自由に

閲覧して、対話しながらお気軽にご意見をいただける場、いわゆ

るオープンハウス形式でフォーリスや文化センターなどにおいて

市民へ周知を行い、皆様からの意見等を反映させていく予定でご

ざいます。  

平成３０年度におきましては、立地適正化計画の方向性を踏ま

え、居住誘導区域、都市機能誘導区域、誘導施設などを検討し、

市民からの意見等を伺いながら平成３０年度中を目途に策定する

予定でございます。  

以上で説明を終わります。よろしくご審議をいただきますよう

お願いいたします。  

【議長】 ありがとうございました。ただいま府中市立地適正化計

画の方向性（案）についての説明が終わりました。  

 それでは、これより審議に入りたいと思います。議案につきま

しては、まず委員の皆様からご意見、ご質問等いただいて、最後

に採決といたしたいと思います。ご質問等ございましたら、お願

いいたします。○○委員。  

【○○委員】 表題どおりに分かれているので、よく分かるのです

が、まず２点。  

まず商業地域、それから近隣商業地域、第一種住専との関連性

について、この計画には文書としては載っていないが、どのよう

になっているのか、一点聞かせていただきたい。  

 それから、先ほど来、いわゆる都市機能、スモールタウンとい

うものを中心として、この計画の基本的なものと私は捉えている
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んです。スモールタウンは確かに必要だと思うし、人口減少を考

えれば、小さい町の中にいわゆる公共施設から医療機関等々があ

ることは、非常に住みやすさを求めるために必要かと思うが、府

中市の場合を見ると、府中駅から北に向かっての鉄道路線、バス

路線と、それから府中駅から南に向かって多摩川沿いに関する路

線との違い、路線を基軸として考えた場合の違いが、的確に出て

いると思うが、今後どのように集客して、どのような方向性を見

出していき、行政側としての指導をどの程度強化していく考えが

あるのか、その点を聞かせてください。２点お願いします。  

【議長】 ○○委員から、２点ありました。１点目、商業地域の中

でという整合性からお願いします。  

【計画課長補佐】 まず１点目の商業地域、近隣商業地域の今後の

方向性についてでございますが、立地適正計画で、今後、都市機

能誘導区域、居住誘導区域を検討する中で、おおむね徒歩圏内と

いうところで説明させていただきましたが、用途地域等も見なが

ら区域のほうは検討していくことになると考えてございます。  

 ２点目の駅に向かって北側と南側でバス路線の考え方が違うと

いうところでございますが、今、府中市としましては、基本的に

は利便性の高い区域というのが非常に多い状況になっているとい

うことでデータ分析してございます。基本的に立地適正化計画の

中で考えていくこととしましては、その利便性をいかに維持して

いくかというところで今後検討していきたいと考えてございます。 

 以上でございます。  

【議長】 ○○委員、どうぞ。  

【委員】 私が申しあげたいのは、用途地域の見直しというのがあ
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るわけですよ。すると、この計画と用途地域の見直しがどのよう

な関連性を持っているのか。一方ではここは商業地域だったが、

実質は人がいなくなって、極論ですよ、住専になる、住宅地域に

なるということが見込まれる地域だってあるわけで、空き家対策

も含めて。その用途地域の変更というのと、立地適正化計画との

関連性をもう一歩進めて考え方を聞かせてください。  

 それともう１点、これは現実論になりますが、この計画には関

連はしてないかもしれないが、基本的な税金のかかり方、中心街

においては税金が高い、住宅街は安いというようなことが載って

いないので、財政の考え方を聞かせてください。  

【議長】 ２点ご質問がございました。立地適正化計画と用途地域

の見直しの関連性はどうなのか等２点についてお願いします。  

【計画課長】 まず用途地域の関係ですが、用途地域の見直しは２

０年近く前までは東京都が権限を持っていました。そのときは大

体８年から１０年おきに見直しを行っております。本市の場合は

平成１６年が最終の一斉見直しだったと記憶しておりますが、そ

れから一斉の見直しは行っておりませんが、これは都市計画とし

て地域の皆様からご要望をお聞きしながら、どのように反映して

いくかということを定めます。用途地域の見直しをするためには、

この立地適正化計画のベースとなります都市計画マスタープラン

の土地利用の部分にどのように反映していくかというところを地

域の皆様や都市計画審議会にお諮りしながら決めて、用途地域を

変える時は都市計画マスタープランもその内容に合わせていくこ

とになります。この立地適正化計画自体は、市全体の軸、拠点を

表しながら、居住誘導するところや都市機能誘導するところを色
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分けしていくことになりますので、その内容を都市計画マスター

プランに反映し、用途地域の見直しが必要であれば、そこにつな

がっていくということになりますので、ここがベースになってい

きます。用途地域の見直しは、今はまだ未定ですが、延長線上に

はそこの検討はしていかなければいけないと考えております。  

 それから経済の関係ですが、今回の立地適正化計画の策定に当

たりまして、経済の関係も分析をさせていただいていて、どこま

で記載するかはありますが、少なくとも本市の強みになっており

ます中心部の経済的な強みだけではなくて、産業部分の強みをど

のように計画に織り込んでいくかというところが今後検討させて

いただく箇所になると考えています。  

 以上でございます。  

【議長】 ありがとうございました。○○委員。  

【委員】 結構です。  

【議長】 よろしいですか。ほかにご質問はございませんでしょう

か。○○委員。  

【委員】 ２点ほどお尋ねします。  

 今後の将来像ということで、こういう時期に、こういう計画を

立てられるとことはそれなりに意味があるのだろうとは思うんで

すが、１つは近隣の自治体がこの計画を取り組まれているのか、

あるいは府中市は先行してやっているのかどうか、そのあたりの

状況がわかれば教えていただきたい。  

 もう１点は、今の○○委員の質問と重なるかもしれないですが、

この計画の効力といいますか、例えばですが、ここは居住誘導地

域としても、その地域が準工業地域ならば、そこに工場を建てた
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いと言えば工場ができてしまうわけです。行政として、ここは居

住誘導地域だから工場はだめだということができるのかどうか、

用途地域の関係と含めて、どういう関連性になるのか。こういう

地域を決めたら、ある程度行政的にも、その用途地域の見直し等

も含めてやっていこうとしているのか、その辺の考え方をお尋ね

したいと思います。  

 以上です。  

【議長】 ○○委員から２点ございました。立地適正化計画の近隣

の事例があるかないか等お願いします。  

【計画課長補佐】 まず１点目の近隣自治体の状況でございますが

、東京都の中では、福生市、日野市、八王子市が立地適正化計画

の策定に取り組んでいる状況でございます。全国では３５７都市

で取組を行ってございます。このうち、昨年度７月末時点でござ

いますが、１１２都市が計画を作成して公表している状況でござ

います。  

 ２点目につきまして、本計画の効力というところでございます

が、居住誘導区域というのを設定していきますと、その居住誘導

区域以外につきまして、３戸以上の住宅に制限がかかるような状

況になってございます。工場等が建っているところについて、居

住誘導区域に含めるかどうかという検討を今後していかなければ

いけないと考えてございます。  

 以上でございます。  

【議長】 ○○委員、どうぞ。  

【委員】 最初の他の自治体の状況は大体わかりました。東京都の

中では比較的にまだ少ないという理解でいいですね。府中市とし
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てはある程度先行的にやられていているということで理解をいた

しました。  

 ２点目の関係についても、大体状況はわかりますが、方向性や

計画だけ立てても、土地の所有者や、そこに住んでいる方が、こ

こに新しい工場を建てたいとそれぞれが勝手にやれる状況である

と、計画だけあっても絵に描いた餅みたいになってしまうという

ことを心配しています。そのあたりをどのように行政として介入

をして、ここは居住専用区域なので工場的なところは基本的に難

しいですということができるのか知りたかったんです。せっかく

これだけ期間をかけてやるところでございますので、どうなのか

なと思ったので、わかる範囲でもう一度教えていただければと思

います。  

【議長】 よろしいですか。  

【計画課長】 まず工業系用途地域の考え方ですが、これまで本市

は特に準工業、工業地域において、４０年前から用途の純化を図

るため行政指導を行ってまいりました。それは工業地域と準工業

地域で住宅を建てられる方がいらっしゃると、なるべく建てない

でいただきたいということを行政指導してまいりました。平成１

６年に工業系用途地域に都市型産業専用地区、これは実態的な規

制を有する特別用途地区、あるいはある程度住宅を許す絶対高さ

２５メートル高度地区ということを導入しております。実態的な

規制はこの２つになります。  

 それから、それまでの蓄積で工業系用途地域の中に住宅が混在

している状況が現にございますので、ここにつきましては、これ

から直ちに出て行ってくださいということは実態的には不可能だ
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と思っています。ただし、将来を見据えたときに、府中市の強み

の産業をやはり維持、保護していかなければいけないという観点

に立ちますと、工業系の用途地域で産業が今現在ある場所につい

ては、それなりの色分けをして産業の部分が出て行かないような

施策を行っていかなければいけません。そのような考え方で、現

状を踏まえた中でできることをやらせていただくということにな

ります。  

 以上でございます。  

【○○委員】 一言だけ。大体状況はわかりました。私は府中の四

谷に住んでいますが、四谷地域でも、あるいは日新町にかかった

ところで、準工業地域で結構家が建ってきているところがありま

すので、ちょっと心配しておりました。だから、今後住んでいる

皆さんの要望も聞きながら進めていただければと思っていますの

で、よろしくお願いします。ありがとうございます。  

【議長】 ありがとうございました。私どもの会議所も工業、製造

業が多いです。元気な製造業はもうちょっと広くしたいという希

望はあるけれども、それができない。最終的には府中では無理だ

と他市に引っ越してしまう。せっかく元気な製造業が出て行って

しまう事例もありますので、なかなか難しい問題だと思います。  

ほかに何かご質問等ございませんでしょうか。  

【○○委員】 １点なんですが。一方で、公共施設マネジメントも

、様々進められていくわけですが、その公共施設マネジメントを

この立地適正化計画というものにどのように反映されていくのか。

また、総合計画とのいろんな接点を見つけながらやっていくのか、

この辺の考え方、今大枠の部分だと思いますので、お話をいただ
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ければと思います。  

【計画課長補佐】 公共施設マネジメントとの連携でございますが

、今後都市機能誘導区域や誘導施設等を検討する中で公共施設マ

ネジメントとも連携をしまして検討していかなければいけないと

考えてございまして、公共施設の設置位置等を含めて、今後連携

しながら検討していきたいと考えてございます。  

 以上でございます。  

【○○委員】 ありがとうございます。どうしても公共施設の適正

化というか最適化というか、そういった部分が一つの議論になっ

てくると思うんです。そうした部分と、この立地適正化計画での

様々な拠点があると思うので、その辺を図面上に載せながら、こ

れから見せていかなければならないと思い質問したしだいですの

で、ありがとうございました。よろしくお願いします。  

【議長】 ○○委員、どうぞ。  

【委員】 今の質問に関連したことからまず質問したいと思います

が、この立地適正化計画、大変市民生活全般に影響を与えるとい

うか全体をよくしていくという観点でつくられるのだと思います

ので、その観点から質問していきたいです。  

 立地適正化計画を調べたところ、今言われた施設の有効利用と

いうことで、公的不動産の問題、先ほどここの文の中にも書いて

ありますが、ＰＲＥの有効活用ガイドラインというのがあって、

これは今市が進めている公共施設マネジメントの方向で集約化し

ていくという内容もあると思うので、今日はそこまで細かいこと

はご説明にありませんでしたが、方向性をまず教えていただきた

いと思います。それが１点目です。  
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 それから、それに関連しまして、民間活力の活用とか民間企業

の問題、誘致とか民間の活用ということが今、最初に言ったＰＲ

Ｅの問題ともかかわってくると思いますが、そういったことにつ

いては今どのような審議がされているのかということを教えてい

ただきたいと思います。私どもは国会でも議論しておりまして、

やはり民間主導といいますか、大企業に国全体としては有利な計

画ではないかということを申しあげてきましたので、その辺につ

いてお考えを教えてください。  

 ３つ目ですが、先ほどの説明の中に、商業施設について駅中心

に商業の利便性を図るということが説明にありましたが、今市民

の方々が大変困っているのは、高齢化に伴って近くのお店がなく

なっていくと、撤退してしまうということで買い物の不便地域が

大変多くなってきたことだと思います。それと駅周辺との関係に

ついて教えていただきたいと思います。  

 ４点目ですが、オープンハウス形式という今まで私は市の説明

でやったことがない初めての市民への周知の方法だと思いますが、

これについて調べたらマーケティング用語だと、建築用語だとい

うような説明が、あるわけです。なぜこういう説明なのかという

ことを教えてください。  

 以上です。  

【議長】 ○○委員から５点ですね。公共施設の有効利用等、あと

ＰＲＥ、民間等の利用活用等お願いします。  

【計画課長補佐】 まず１点目の公共施設の有効利用等につきまし

ては、今後都市機能誘導区域等を定め、その中で誘導施設等を定

めていく中で関連していくところにつきましては検討していく状
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況となっておりまして、公共施設マネジメントとも連携をしなが

ら進めていきたいと考えてございます。  

 施設の集約化の方向性につきましては、今現状で都市計画マス

タープランをもとに、拠点と軸というところを今後検討していく

中で、公共施設マネジメント等との連携も検討していきたいと考

えてございます。  

 民間の活力等につきましては、立地適正化計画自体が民間施設

等の立地を緩やかに誘導する仕組ということになってございます

ので、そのような状況で区域と施設等を設定しながら民間活力を

緩やかに誘導していきたいと考えてございます。  

 商業施設の考え方というところでございますが、商業施設につ

きましても、基本的には立地適正化計画の中で維持というところ

を考えてございまして、縁辺部につきましても、今後高齢化等を

見ながら施設等の検討を行っていきたいと考えてございます。  

 ５点目のオープンハウス形式につきましては、市ではポスター

セッションという名称で、１０年以上前から行われている方式で

ありまして、国等では、オープンハウスとして行っており、市民

に展示しまして市民から意見等を気軽にいただける場というとこ

ろで今回設定してございます。  

 以上でございます。  

【議長】 ○○委員どうですか。  

【委員】 ありがとうございます。民間活力の問題とか、今のお答

えですと、規制緩和が国の法律でも行われているので、それが行

われていく制度だということは、今の答弁でもあったとおりです

が、公共施設等の有効利用ということでは、全て統合するのはい
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かがなものかということは言いませんが、市民の意見をよく聞い

たうえで計画を立てていただきたいなと思っています。  

 国の資料を見たところ、例えば、３つあった図書館を新しい所

を作って１つにまとめてしまうというようなやり方、公共施設マ

ネジメントを今進めていらっしゃるから言うわけなんですが、無

理にやらないで欲しいということは要望しておきたいと思います。

これについては、今後細かい点については色々なところに出てく

ると思いますので、この辺でとどめます。答弁はいらないです。  

 商業施設の問題についても、ぜひ市民の方が高齢になっても困

らないようなあり方というのを合わせて検討していただければと

思います。  

 これまでもオープンハウス形式で議論をしてきたということは、

ああそうなのかと思ったんですが、やはり合意形成のあり方とい

うか、市民生活全般にわたる計画でありますので、この点でやり

方をよく検討しながらやって欲しいです。今の説明ですと、例え

ば、フォーリスでパネル展示して、お客様が来た時に、それにつ

いて市の職員や担当者が説明をしてくださるという、大変丁寧な

やり方ではあるかもしれないですが、これではそこに来た方か、

あるいは宣伝物を見て来た方以外の住民の方は対象にならないわ

けですから、丁寧な説明を求めたいと思います。と言いますのは、

やはり前回の審議会のときに分倍河原駅周辺地域の都市交通戦略

が出されまして、これまで分倍河原駅周辺のまちづくり協議会に

２０年来参加している方に、このことについて聞いたら、驚かれ

たんですよね。その後、学習会をやったそうなんですが、たまた

まということではないと思いますので、周知のほうをよろしくお



 32 

願いしたいと思います。国の法律で立地適正化計画が制度化され

たということなので、やはり国からの主導でなくて、市民の声を

よく聞いていただいて、住民本位で進めていただきたいと要望し

て終わります。よろしくお願いします  

【議長】 ありがとうございます。ご要望ということでよろしいで

すか。  

【委員】 結構です。  

【議長】 ほかに質問等ございますでしょうか。  

【委員】 細かいことで申しわけないんですが、１点だけ。  

 ２０ページの立地適正化計画の目指す都市の骨格構造の（１）

拠点ということで下に表がありますね、拠点類型ということで、

中心拠点と地域 /生活拠点ということの地域特性が書かれている

のですが、中心拠点のところに総合病院という表記があります。

本市の場合、よくよく考えてみますと、総合病院と言われるもの

が北のはずれだったり、南のはずれだったり、東のはずれだった

りというような形で、ほとんどの拠点病院、総合病院というもの

が、この中心拠点の部分ではないと思っております。ぱっと府中

駅から思い浮かぶ総合病院というと医王病院が一番近いのかなと

は思うんですが、ほかの総合病院もほぼ地域にばらばら、いわゆ

る地域 /生活拠点の位置付けのところに、そういう総合病院があっ

て、逆に診療所というものが市内の中心街に多いと感じたもので

すから、この特性の考え方の中でいくと、本市の場合は逆ではな

いかと思っております。  

以前にも、一般質問等で質問させていただいていますが、今、

いわゆる多摩地域全体で考えますと、多摩メディカルセンターと
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いう多摩を代表する拠点の病院がありまして、ここに行くアクセ

スがかなり不便であるということがあります。これは病院だけに

特化して物事を言わせていただきますが、府中駅を拠点としてい

くということがなかなか難しいと思います。立地適正化計画の中

で、これから交通の関係をしていくということであれば、新しい

路線の考え方ということも、ある程度示していただいた方が、今

後の都市計画においてはいいのかと感じました。既存のバス路線

のことは詳しく書いていただいており、将来像的に本数を減らさ

ずに維持をしていくという形は、この中で読み取れます。新しく

府中のまちづくりを考えたときに、都市計画道路もいろいろ進ん

でいる中で新しい交通の誘導方法も変わっていくと思っておりま

すので、その辺も表記ができれば要望させていただきながら、先

ほど言った拠点の考え方は、どういう形で今回示したのかだけご

質問させてください。  

【議長】 ○○委員から総合病院について。  

【計画課長補佐】 ２０ページ記載の中心拠点の中の総合病院でご

ざいますが、国の考え方では、中心拠点の地区の特性としまして

総合病院等という記載がございます。地方の場合、総合病院とい

うのがバスの起点であったり鉄道の起点でありますので、例とし

て挙げさせていただいている状況でございます。その下の２０ペ

ージの下段の表が現都市計画マスタープランに当てはめた場合の

類型で、中心拠点としては府中駅周辺地区で、これから検討して

いくという状況でございます。多摩メディカルキャンパスにつき

ましても、多摩地域の病院の拠点でございますので、拠点性につ

きましては今後検討させていただきたいと考えてございます。  
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 以上でございます。  

【計画課長】 補足をさせていただきます。  

 まず中心部に総合病院は北側の医王病院までございません。市

北西側の医療キャンパスは府中市の拠点というよりも多摩地区全

体の中での医療拠点というぐらいの規模でございますので、何と

かここを府中市の中でも位置付ければ、将来的に、モビリティの

関係で、絡んでくるプランもあるかと考えています。  

 以上でございます。  

【委員】 国のことはさて置きですが、これは府中市においてでや

っていることなので、なるべくその地域にあった特性の表記の仕

方が私はいいかなと思っております。先ほどの多摩メディカルセ

ンターの件に関しては、これまで歴代の都議会議員の先生たちが

苦労して、この府中市に拠点が置けるということがあったからこ

そ、今あそこに病院があると私は思っておりますので、そういっ

た意味では、もちろん多摩全域のことでございますが、府中市と

しての代表的な病院だと私は感じております。多分メディカルセ

ンターだけではございませんし、名前を出しますと、榊原病院も

そうですし、恵仁会病院だってありますし、櫻井病院もあります

し、そういったことを考えると、総合病院というものが地域、こ

の市街地の中心拠点という表記ではやはり違うんではないかとい

うことを申しあげたかったものですから、ぜひよろしくお願いし

たいと思います。  

 以上です。  

【議長】 ほかにご質問、ご意見等ございますでしょうか。  

【委員】 市民の代表ということになるので、１点だけ質問させて
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いただきます。  

 今、府中市がコンパクトシティを目指されて、既に都市計画マ

スタープランができて十数年になろうかと思うんですが、今後の

２０年を見据えて、今こういう都市計画審議会が新しくまた検討

されるということで、今の資料の１８ページに立地適正化に関す

る基本的な方針、第６次府中市総合計画で目指す姿の中にある基

本目標としまして、人と人が支え合い幸せを感じるまちとかあり

ますが、私は府中市に参りまして約２０年でマンションに住んで

います。そうしますと、お祭りはくらやみ祭りとか、マンション

の管理組合でも理事長させていただいたり、町内会、自治会の活

動を積極的にやっているつもりでございます。でもやはり住民の

方がなかなか参加しない。特にマンションの住民は町内会にも参

加されません。それからお祭りにも誘ってもなかなか参加されな

いんです。そういったところで、府中市ではこういうプランを作

成するにあたりまして、市民の協力、共助が必要だということで

書いてありますが、実際にこの府中市におきまして、そういう市

民の協働意識が上がるような計画を立てられていると思います。

例えば、オープンハウスやパブリックコメントを募集されて、こ

の中にもそういう内容が書いてあります。しかし、今、市民の協

働意識がどのように上がってきているかという実感をされている

のか。もし実感をされていなければ、どういうことが必要か課題

を教えていただきたいと思います。  

 以上です。  

【計画課長】 まず、いわゆるサイレントマジョリティという言葉

がありますが、ある程度行政を信頼していただいてて、お任せい
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ただいていて、なかなか出て行ってお話をしようというところが

ない方が多くいらっしゃいます。そういった方にまちづくりに携

わっていただきたくて、府中市の場合は平成１３年からポスター

セッションといいまして、フォーリスの光と風の広場等で、ポス

ターを皆さんにお見せしながら、歩いている方にすみませんと職

員が話しかけて、普段何も行政にご要望のない方でも、そういう

ところでお話をすると、非常にニュートラルな状態でお話をして

いただくというようなことをやっております。  

２０年前には、都市計画審議会には市民委員というのがありま

せんでしたが、これが今市民委員お二人に入っていただいており

ます。今回の立地適正化計画につきましても、オープンハウス、

我々が言うポスターセッションだけではなくて、今後都市計画マ

スタープランの改定の中で、様々な地域で協議会活動あるいはま

ちづくり活動に参加されていらっしゃる方々との検討会等で意見

をいただきます。また、一般的な手続ですが、パブリックコメン

トもやりますし、当審議会で市民委員が入っていらっしゃいます

ので、市民の立場での目線でご意見をいただきますので、市長が

申しあげている市民協働が進んでいないとは感じておりませんが、

これをもっと進めていかなければと考えております。  

 以上でございます。  

【議長】 ありがとうございます。ほかにご意見は、○○委員。  

【委員】 この資料は私にとってよくわかります。よく作られたな

と思って、資料が届いてから何度も拝見したのですが、これだけ

の資料を話し合いをしながらまとめていく、わかりやすく作ると

いうのは本当に大変な労力とご努力がいると思います。とても感
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謝しながら拝見しました。また、直していく所、これからいろい

ろ改善点があった場合も、どんどんこれに付け加えたり変えたり

なさると思うんですが、とても市民としては感謝しております。  

 私は榊原記念病院が府中に入って来たときから、小児病棟でボ

ランティアをしています。日本の子供が元気でないと、日本を支

える子供が元気でないと、将来を考えたときに私たちは高齢にな

っていくわけです。やっぱり府中に来てよかった、府中の榊原記

念病院に来てよかったと思っていただきたいと思ってボランティ

アを続けております。地方からお見えになっているお母様方は、

青森等から付き添いもしていらっしゃるのでとても大変です。そ

のときに府中の市民として、府中のよさをお話したり、子どもの

相手をしたり、それは地道な活動だと思います。草の根運動を申

しますか、府中の子どもも大事ですが、日本国民の子供たちが大

事だと思って私は１５年ずっとボランティアしています。榊原記

念病院の素晴らしさというのは、ドクターたちが１人の子どもを

助けるために１６人ぐらいのチームを組んで、どのようににした

らこの子たちを助けられるかという話をよくやっておられます。

ドクターたちも努力をしていらっしゃる。看護師さんたちも本当

に素晴らしい皆様方です。ですから、府中の中心にないかもしれ

ませんが、榊原記念病院では、子どもたちが喜ぶ絵本を寄附して

くださる方もいれば、文房具を寄附してくださる方もいる現状を

私は１５年見ています。ぜひ府中の病院として榊原記念病院も、

多摩総合医療センターでは私は足の手術をしていただきました。

でも本当に看護師さんたちもドクターたちも一生懸命やってくだ

さっている、それが現状があります。ですから、府中には素晴ら
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しい病院と、この市政のやり方と、私は府中に来て２４年、○○

委員と同じぐらいですが、府中に来てよかったと、いつも思って

おります。街並みを見ながらも、少しずつよくなっていく、子ど

もたちのためにいいまちを残していく、それで私もこの委員とし

て非常に誇りを持って、この会に参加しております。ぜひ府中の

ためにも私もお役に立ちたいと思って、かげながら努力をしてお

ります。ですから、今日はとにかく資料のことでよかったと思い

ますし、これから前を向いて、みんなが力を合わせていいまちづ

くりにしていかなければいけない。子どもたちのために。外語大

の学生は、金沢であったり、岐阜であったり、大阪、九州、全国

から集まって来ています。私は彼女たちに、私がボランティアで

着付けを教えていますが、府中に来てよかったと思って欲しいん

です。そして第２のふるさととして、また彼女たちが遊びに来て

くれてもいい、府中に住んでもいい、そういうまちづくりはやっ

ぱり私たちの使命だと思います。どうぞこれからも、皆様でいい

まちづくりに協力していただきたいと、市民の一人として願いま

す。  

 本日はありがとうございました。  

【議長】 ご意見ありがとうございました。  

 最後ですが、本日は○○先生がご出席ですので、何か補足がご

ざいましたらお願いします。  

【部会長】 補足といいますか、様々なご意見ありがとうございま

した。委員の皆さんの意見を参考にさせていただきながら、引き

続き立地適正化計画、都市計画マスタープランの検討を進めてま

いりたいと思います。  
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 ちょっとだけ私からやや個人的な思いも含めて申しあげますと、

今回の立地適正化計画というのは大体２０年間ぐらいということ

で、大きくは人口減少と高齢化にどう対応していくかということ

が、その背景にあると考えていただいて結構だと思います。多く

の地方都市はこの両方に一遍に対応しないといけないんですが、

府中市の場合は、ここからの２０年ということでいきますと、確

かに人口は微減はするんですが、そんなに急速に減るわけではあ

りません。しかしながら、高齢者の数は非常に増えます。したが

って、人口減少と高齢化と両方に一遍というよりは、この２０年

間はまずは高齢化、少子化ということに立地適正化計画でしっか

り対応していく必要があります。比較的府中市はどこも便利なの

で、それをどう保っていけるかということだと思いますので、一

つは公共交通が非常に大事だと思います。もう一つは病院ですと

か福祉施設ですとか、あるいは子育て施設だったり、あるいは一

部行政的な施設だったりといういわゆる日常的に必要になる施設

の配置問題だと思います。こちら両方とも今回の立地適正化計画

の中で、一つは誘導施設という形でこれから施設を考えていくこ

と、それから公共交通をどうするかということを、この先１年ぐ

らいというところでしっかり検討させていただきたいと思ってお

ります。  

 この２０年のその次の２０年が恐らく本格的に人口減少にどう

対応するかという期間だと思いますので、これは東京の周辺の多

くの自治体はまずは高齢化、その次は本格的人口減少というよう

な形で考えていくのかなということで、今日色々いただいた意見

も参考にさせていただきながら、引き続き検討を進めて、この本
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審議会でもまたご報告させていただくことになると思いますので、

どうぞ引き続きよろしくお願いいたします。  

 以上でございます。  

【議長】 ○○先生、ありがとうございました。  

それでは第１号議案について採決したいと存じます。  

 第１号議案「府中市立地適正化計画の方向性（案）等について」、

議案のとおり決することで異議ございませんでしょうか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】 異議なしと認めます。よって第１号議案「府中市立地適

正化計画の方向性（案）等について」は議案のとおり決すること

といたします。  

 次に日程第２「その他」について、事務局から何かございます

か。  

【都市計画担当主査】 次回の開催予定につきましてはご報告いた

します。  

 先ほど○○部会長からお話ありましたが、立地適正化計画の策

定状況にあわせまして、また今後本審議会にご報告させていただ

きたいと考えております。今のところ５月中旬以降に開催を予定

しております。日程につきましては調整の上、改めてご連絡をさ

せていただきます。  

 以上でございます。  

【議長】 ありがとうございます。その他について、委員の皆様方

から何かございませんでしょうか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

【議長】 本日の日程は全て終わりました。大変お忙しい中、お出
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でいただき長時間ご協議いただきましてありがとうございました。 

 これで本日の府中都市計画審議会を閉会とさせていただきます。

ありがとうございました。  

午前１１時５分 閉会  



 

以上、会議のてん末を記載してその相違ないことを証するため、ここ

に署名する。  
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